
九州歴史資料館第 29 回企画展 

「発掘速報展 2015」みどころガイド 
 

会期 平成 27年８月 18日（火）～11月１日（日） 

会場 九州歴史資料館 第２・４展示室 

九州歴史資料館では、県内各地に所在する遺跡の発掘調査及び出

土品の整理作業を実施し、郷土の歴史を知る上で数々の重要な成果

を挙げています。 

今回で５回目を数える「発掘速報展」では、昨年度に調査を行っ

た遺跡のほか、整理作業の中で新たな知見が得られた遺跡について

も報告の対象としています。 

展示では、各遺跡から出土した貴重な資料や解説パネルにより、

判明した“最新の成果”を“いち早く”お届けします。 

展示遺跡一覧 

 

●出土品展示遺跡 

保加町遺跡〈柳川市〉 

延永ヤヨミ園遺跡〈行橋市〉 

呰見大塚古墳〈みやこ町〉 

下伊良原高木神社跡遺跡〈みやこ町〉 

皿山古墳群〈上毛町〉 

吉ケ浦遺跡〈太宰府市〉  

君ヶ原遺跡〈筑前町〉 

湯納遺跡〈福岡市〉 

善蔵塚古墳〈広川町〉 

 

●解説・写真展示遺跡 

水城跡〈太宰府市・大野城市〉 

大宰府跡〈太宰府市〉 

津島福市遺跡〈筑後市〉 

知恩寺跡〈添田町〉 

大村湯福遺跡〈豊前市〉 

下伊良原下地ヶ原遺跡〈みやこ町〉 

山口古墳群〈苅田町〉 

ガサメキ古墳群〈上毛町〉 

 

 



 

 

 

主な遺跡の紹介 
 

特別史跡大宰府
だ ざ い ふ

跡・蔵司
くらつかさ

地区 太宰府
だ ざ い ふ

市観世音寺
か ん ぜ お ん じ

 

古代大宰府「蔵司」の姿は… 

大宰府は、西海道諸国の統治や対外交渉などを担う地方最大の官衙
か ん が

（役

所）で、「遠
と お

の朝廷
み か ど

」とも呼ばれました。中心となる政庁の周辺には、大

宰府の諸機能を 司
つかさど

る官衙群が置かれました。政庁西側の丘陵には、「蔵

司」の地名や礎石群があることから、大宰府の財源を管理する「蔵司」

が存在し、倉庫群があったと考えられてきましたが、実態は不明なまま

でした。そこで、当館では蔵司地区の解明に向けた発掘調査を実施して

きました。 

蔵司地区には政庁正殿を上回る規模の礎石建物跡 SB5000 が見つか

っていますが、調査により南北に廂
ひさし

を持つ二面廂建物であることが判明

しました。また、その南側に礎石建物跡より古い時期の掘立柱建物跡が

見つかり、蔵司地区の展開を考える上で重要な成果を得ることができま

した。 

 

 

 

 

 

※詳しく知りたい方はこのページの上方に平成 26 年度に行われた
現地説明会資料がありますので、ご覧ください。 

No.1 



 

 

 

 

下伊
し も い

良
ら

原高木
はらたかぎ

神社
じんじゃ

跡遺跡（縄文時代早・前期） 

京都
み や こ

郡みやこ町犀川下伊
さいがわしもい

良
ら

原
はら

 

7300 年前、鹿児島発の火山灰 

中世の神社跡の下から、鮮やかなオレンジ色の土が見つかりました。

鹿児島県開聞
か い も ん

岳
だ け

と屋久島の中間付近にある鬼界
き か い

カルデラが、今から約

7300 年前に噴出したアカホヤ火山灰です。縄文時代の時期区分である

「早期」から「前期」に移り変わる頃のことです。 

アカホヤ火山灰の混ざった黄色系の土を掘り下げていくと、拳
こぶし

大前後

の川原石がまとまった状態で数箇所現れました。土層の堆積を観察する

ために幅 1ｍのトレンチを開けたところ、縄文時代草創期の局部磨製石

斧 2 点が重なって出土しました。出土した層は自然に堆積したものと思

われ、ヒトが意図的に置いた状況ではないようです。 
 

 

 

 

No.2 



 
No.3 

延永
のぶなが

ヤヨミ園
その

遺跡（中・近世）   行橋
ゆくはし

市吉
よし

国
ぐに

 

地下室の謎 

延永ヤヨミ園遺跡は弥生～古墳時代にかけての県下でも屈指の規

模をもつ集落遺跡です。古代の「津」に関わるもののみでなく、それ

以降の遺構も数多く発見されています。 

 中世後期から近世初頭（概
おおむ

ね 15～17 世紀初め頃）にかけて、丘

陵全域に屋敷を区画したと思われる溝が縦横に掘削されています。幅

約 3ｍ､深さ約 1.5ｍ程の溝が大規模なものですが、その内部にある

はずの建物跡は残念ながらはっきりしません。 

溝と同じ頃の今一つ注目すべき遺構に数基の「地下式土坑」と呼ぶ

「あなぐら」のような地下室があります。2 基の地下式土坑から柱材･

板材が出土しました。地下室の補強あるいは利用に供されたものと思

われます。 

芦屋
あ し や

釜
がま

と思われる鉄製茶釜、念仏講
ねんぶつこう

などで使用する双盤
そうばん

（一対の鉦
かね

）

などが回収され、地下で茶を点
た

て、あるいは念仏を唱
とな

えたりしていた

可能性が浮上しました。 

 
 

 



 

 

〒838-0106 福岡県小郡市三沢 5208-3    

電 話 0942-75-9575  FAX 0942-75-7834   

入館時間／9:30－16:30（入館は 16:00まで） 

休館日／月曜、ただし月曜が祝日の場合はその翌日が休館日 

観覧料／無料（但し第 1・3展示室は有料） 

交通機関／西鉄三国が丘駅徒歩約 12分、 

JR原田駅からタクシー約５分 

 

 

展示遺跡分布図 

福岡県内のあちこち

を掘った成果です。 


